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桑 属 植 物 の 細 胞 学 的 研 究

1.二,三 桑 樹 の 染 色 体 数

石 田 恕 夫

■
CytologicalstudiesonMorus.Chromosome

number・ofsomemulberrytre6s

YoshioIshida

緒 言

桑属は多数の種を包含することを以て知 られてい る.筆 者は京都工芸繊維大学附属農場

の桑樹3種 の染色体数を明らかにしたのでこ 」に報告する.

本研究途行に当 り御懇篤なる御指導 を賜つた本学教授堀田禎吉博士な らびに京都大学教

授西山市三博士に対 し深甚の謝意を表する.

実 験 方 法

1.パ ラフィン切片法

供試材料は幼芽および根端によつた.分 裂像を増加するため材料採集 後0。Cの 水で12

時間冷却 した ものをCarnoy氏 液で12時間 固定 した パ ラフィン誘導はLandolph氏

法(第1表)に よつた.

第1表 材 料 の 脱 水./

順 序ee水 剤 の 濃 度1処 理 時 間

1エ チ ル ア ル コ β ル30%2時 間

2・ ■ 〃 .、50%・ 〃

3〃75%〃

『4
〃85%〃

ノ ー

5㌍ 禽 ㌃み 鍔 擁=1砲 謝 混合液 時 間

・ 整 ≠、み 募 擁 耽 麗}・ 〃
7鷺 鶴 み 房 擁 設 離}'〃 、 〃
8ノ ル マ ル ブ チ ル ア ル コ ー ル 〃

9〃 〃



50学 藝 難 誌 第13巻 第1～4号.

脱水を終れ ば少量の ノルマル ブチルアル コール を残 して,こ れ に ソフ トパ ラフインを注

ぎ込 み熔融器 中に2,3時 間 入 れお き,ブ チル アル コール を完全 に気散 させ る.そ れ は ブ

チルアル コール特有 の臭気 がな くなる ことに よつ て判断で きる.次 にハ ー ドパ ラフインと

入 れか え普 蓮の方法 によ リパ ラフィ ン埋藏 をし5～8μ の切片 をつ くりハイ デ ンハ ィン

のヘマ トキ シ リンにて染色 して封入 す る.

2.お しつ ぶ し法

前法 と同様 に して採集 した材 料 を0℃ で12時間 冷却 し,こ れ をCarnoy氏 液 にて12

時 間 固定 し,第2表 の処理 をする.

第2表:染 色 幽 前 処 理.

順 劇 処 理 液 陣 理 時 間

1陰% 工敷 ア且_器::}混 骸1,・ 分 間
2[エ チ ル ア ル コ ール85%5分 間

31Camoy氏 液(6:3:1)"

4/エ チ ノげ ル""ル85%"

染色前処理は細胞が互 に固 くむすびつ き細胞層が幾重にもか さな り合つて観察 しにくい

ので細胞膜の申暦のペクチン質を溶解 して細胞 をぱらぱらに解離せ しめるために行 う.と

の処理を絡れば,供 試材料の少

量をスライ ドグラス上 にとり,

染色液(ア セ トカー ミン)を 滴

1下 し,そ のkSlo分 間放置し

更 に染色液が沸騰 しない程度に

イ ・ ・ 御 に加熱 して液の暖燗 にお

oし つ ぶ し器 にてつ ぶす.と の と

きカバ ーグ ラスを動拙せ しめな

いことX染 色液 を充分 に保つ て

カバ ーグ ラスの破 損 を防 ぐこと

・ 、 が必要で ある.か くしてで きた

一 ホ ニ 、、r'も の を鏡瞼 して染 り過 ぎてい る

ときは45%醋酸 を 用いて 適

第1図 ・お し つ ぶ し 器・ 当 蹴 色 してパ ラフィ ンにて封

イ 鉄 棒 ニ カ バー グラス 絨 す る.こ の標本 は1時 的の も

ロ ゴ ム 板 ボ スライドグラス ので あるか ら早 く鏡検せねば な

ハ 硝 子 板
・ らない.

第1図 は筆者の考案 にな るお しつぶ し器で,ハ ン ドル にて徐 々に圧 し約50恥 の重 みを

加 える.
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実 験結果 お よ0嫡 要

桑の染色体観察法にパ ラフィン切片法 とおしつぶし法があるが従来前者のみをとられた

ようである.両 者を比較するにパラフィン切片法は操作が機械的で長時間を要 し,お しつ

ぶ し法は短時間でできるが技術に習熟せねばならない.標 本観察の点か らするとパ ラフィ

ン切片法の場合は染色は容易であるが桑の如 く細胞と染色体の小形の ものでは本法のみに

よつていては従来の研究領域 を脱すること炉で きないのではない粗 お しつぶ し法による

と細馳が強 くお しつぶされて核板が広が り染色体が1牛 面上 に並び観察が容易である.筆

者はこれ等方法によつて第3表 の如 く薪 しく3種 の染色体数 を決定 した

第3表:桑 属3種 の 染色 .体 数・

種 名}染 色体数(2n)'

カ タ ネ オM・ru・alb・L・ ・∫ ・ .28

山 辺 桑MorμscordatifoliaHotta-.28

広 東 実 生 ・MortisatroPPtrPureaRoxb. .28

一藩 触 欝
A艦B'弓

第2図 ・ 体 細 胞 染 色 体 ・

A;カ タ ネオ.B:山 辺 桑.C;広 東 実 生.
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R6得 睦m6・-

TherearetwowaysofobservingchromosomesofmUlberrytrees;011eis

called"ParaffinMethod",andtheother,"SmearMethod"thathavebeen

apPliedingeneral,hasadeficitoftakingratherIongtimeinmakingslide し
while``Smearmeth(沮"needssomedegreeofski11,thoughthetreatmentsare

simpleinbothcasesonobservingslideゴtheforエner,asits'chromosomes.are

stainedwe11,issimplein.treatment,butthismethodisoftenretardedthO

studywhehthecellsandchromosomesarecomparatively$mall.In"Sme毎r

Method"thesecellsarecrushedcollsiderablyandthechromosomesspreadon

aplainsurface,resultingineasierobservation:thatisreasonwhyIrecommend

thismethod.' の
Fromthesetwomethods,theauthorhasdeterminedforthefirsttime

thatthechromosomenumbersofKataneo,YamabeguwaandKantormishoare

a112n・=28.


